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午後２時３０分 開会 

○小泉会長 お忙しい中お集まりいただきまして、まことにありがとうございます。定刻

になりましたので、ただいまから平成２６年度第３回八王子市環境審議会を開催いたし

ます。 

最初に、委員の出欠状況の報告と配付資料の確認について、事務局一括してお願いし

ます。 

○塩澤環境政策課主任 まず、事前に欠席のご連絡をいただいている委員のご報告をさせ

ていただきます。 

浦瀬委員、木下委員、斉木委員、千明委員、中村委員の５名となります。上田委員に

つきましては、間もなくおいでいただけるかと思います。 

  過半数割れをしておりませんので、この審議会は成立しております。 

  続きまして、配付資料のご説明をさせていただきます。まず事前に配付させていただ

きました資料としまして、「八王子市地球温暖化対策地域推進計画（素案）」２６年１１

月１２日資料、「地球温暖化対策地域推進計画（素案）に対する意見と市の考え方」、「八

王子市地球温暖化対策地域推進計画（素案）」及び「八王子市水循環計画（素案）」に対

する答申（案）となっております。 

続きまして、本日配付させていただきました資料としまして、次第、「八王子市水循環

計画改定（素案）」２６年１１月１２日、「八王子市水循環計画改定（素案）に係る専門

委員会報告」になります。 

  資料の説明につきましては以上になります。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。皆さん、過不足はございませんでしょうか。

よろしいでしょうか。 

（なし） 

○小泉会長 本日は、９月に市長より諮問を受けました八王子市地球温暖化対策地域推進

計画及び八王子市水循環計画の二つの素案に対して、この後、答申を行います。 

そこで答申を行う前に、計画ごとに最終調整を行いたいと思います。 

  それでは、次第に沿って進行してまいります。 

次第の１、八王子市地球温暖化対策地域推進計画の諮問に対する答申等の最終調整に

ついて審議いたします。 

事務局は、事前にいただいた意見などがございましたら、報告してください。よろし
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くお願いします。 

○佐藤環境政策課長 私のほうからご説明させていただきます。 

  それでは、事前にいただいたご意見等について説明させていただきます。 

  まず、９月１２日に行われました第２回の環境審議会におきまして、「電気の排出係数

が高く、今後の動向も不確定な現状において、数値目標の設定は難しいのではないか」

というご意見がありました。 

このため、改めて１０月１０日に、委員の皆様に対して本市の考え方を説明した補足

資料として、電力の排出係数及び市の係数の使用状況、ＣＯ２排出量の算出方法、ＣＯ２

排出量を目標としている理由、目標設定の考え方として、各個別計画の削減目標・削減

ポテンシャル・目標の設定方法についての資料にあわせて内容を整えた素案を加えて、

全体としてご意見をお願いしたところでございます。 

  これにつきまして、お二人の委員からご意見をいただきました。 

「地球温暖化対策地域推進計画（素案）に対する意見と市の考え方」をご覧いただき

たいと思います。こちらはいただいたご意見をまとめたものでございます。 

まず、一番目のコージェネレーションについて、見える化ではないという、ご指摘が

ありました。ご意見のとおり、４６ページに記載されておりますが、この部分について

は削除させていただきました。 

また、二番目から四番目までですけれども、省エネ機種の事例を説明している図や写

真について「さまざまなタイプのものがあり、省エネ型のものがある」といったご意見

をいただきました。また、六番目と、あと、裏面の一番目ですけれども、「グラフをわか

りやすく拡大して」というご意見もありました。これらにつきましては、図や写真に関

するものですので、あわせてパブリックコメントの前までに整理させていただきたいと

考えております。 

次に、また、表面に戻っていただきまして、下から三番目になりますが、「モノを大切

にし、長もちさせる」などといった、「もったいない思想が大事である」、といったご意

見がありましたので、家庭・事業者の施策として「意識の醸成」を掲げ取り組んでいき

たいと考えております。 

また、表面の最後「東日本大震災後」あるいは「東北地方太平洋沖地震」と混在して

おり、これについては文言を統一させていただきます。 

裏面に戻っていただき、二番目の農地バンクの指標に対するご意見ですけれども、１
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０月現在の実績がゼロということもありまして、所管課と調整した結果、目標を２０件

と高めにすることができたということですので、ご理解いただきたいと思います。 

一番最後のところで、ペレット化装置の導入についてのご意見、ご提案ですけれども、

これは事業者による製造・販売を進めていただきたいため、市として装置の導入につい

ては検討が必要と考えており、木材利用の推進という施策の中で検討していきたいと思

っております。 

続きまして、資料送付後に担当所管に内容確認を行いまして、変更した点について主

なものをご説明したいと思います。 

素案をご覧いただきたいと思います。全体としては、文章について修正させていただ

いているのでご承知願います。 

目次のところをご覧いただきたいのですが、前回の資料では５章につきましては、基

本施策までしか記載はしておりませんでした。新たに重点プロジェクト名を記載してお

ります。 

また、９ページですけれども、下段の計画期間ですが、新たにこのようなイラストを

入れて、わかりやすくお示ししております。 

次に、１０ページから１８ページについてですけれども、図や表に基準年、現況年、

目標年という表記を加えまして、比較し易く、わかり易くするようにお示ししたところ

でございます。 

次に、１７ページですけれども、下段の目標値の考え方について説明を追記しており

ます。 

さらに、３２ページですけれども、ここは文言の修正ということで、環境マネジメン

トシステム導入から、現在運用しているため、環境マネジメントシステムの活用と修正

させていただいております。 

次に、４１ページですけれども、目標値を変更させていただいており、地球温暖化防

止活動推進員の人数について、３１年度が３０人であったものを５０人、３６年度が５

０人であったものを１００人に変更しております。 

また、４７ページから４９ページについてですけれども、環境教育という表記から、

学校教育に関するものは環境教育、地域で行うものについては環境学習という整理をし

ておりますので、そのように表記を改めております。 

最後に、５３ページ、５４ページですけれども、目標値の１人１日当たりのごみ総排
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出量につきましては、他の指標とあわせて３１年度の目標を設定しました。 

説明は以上でございます。 

○小泉会長 ありがとうございました。ただいま事務局より説明を受けましたが、何かご

質問、ご意見等ございますでしょうか。 

この間、皆さんからご意見をいただいて、かつ、この素案についても事務局のほうで

お直しいただいたということになるかと思いますが、よろしいでしょうか。 

どうぞ。 

○奥副会長 細かいところで申しわけありません。５４ページの最後にご説明いただいた

ページの一番下の市の取り組みの最後の文章ですが、ここだけフォントがゴシックにな

って、あと、丸がついていないので、訂正を。 

○佐藤環境政策課長 訂正させていただきます。 

○奥副会長 お願いいたします。 

○佐藤環境政策課長 若干係数とか、文言で不備なところがございますので、パブリック

コメントまでには改めてまいります。申しわけございませんでした。 

○小泉会長 では、どうぞよろしくお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

それでは、地球温暖化対策地域推進計画の答申については、次の審議を経て、後ほど

調整を行いたいと思っております。 

それでは、この後、答申に沿える地球温暖化対策地域推進計画の意見書についてまと

めていきたいと思います。 

事前に送付した案をご覧ください。皆さんに事前にお聞きしているところでございま

すが、最終調整ということになります。 

事務局は、事前にいただいた意見等がございましたら、報告していただければと思い

ます。よろしくお願い申し上げます。 

○佐藤環境政策課長 事前にいただいたご意見はございません。 

○小泉会長 よろしいでしょうか。わかりました。 

それでは、続きまして、次第の２ということで、八王子市水循環計画の諮問に対する

審議結果についてですが、これにつきましては、専門委員会で審議を行いました。私の

ほうから専門委員会の報告を行いたいと思います。 

では、お手元の八王子市水循環計画改定（素案）に係る専門委員会報告でございます。 
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委員長は私がお受けして、委員としては、浦瀬委員、小倉委員、木下委員、米沢委員、

この５名で専門委員会を進めてまいりました。 

以下、読み上げさせていただきます。 

提示された八王子市水循環計画改定（素案）について、その内容はおおむね妥当であ

るものと評価します。なお、以下の点に留意することとして意見を付します。 

１．湧水ネックレス構想と水のまちづくりについて 

８つの湧水を対象としているが、それぞれの湧水の流域から市内全域の湧水につなげ

る広がりを持った取組にしてください。また、８つの湧水について、調査や保全に市民

参加で取り組み、その内容を市民と共有しながら湧水を保全する取組になると良いと思

います。湧水めぐりについて、多くの市民に関心を持ってもらうため、広報活動をしっ

かり行ってください。 

２．浅川の水辺利用と水量確保について 

浅川の水辺利用における北野地区の拠点については、河川管理者の水防の取組と整合

を図ってください。また、河川占用許可準則の改正で商業利用などの利用が可能となっ

ていることから、活用を検討してください。 

浅川の水量を回復する取組については、市民、流域、河川管理者の取組などと連携し

た取組として表現してください。また、森林の循環について説明を加えるとともに、広

葉樹に転換することでの森林の機能保全についても検討してください。なお、説明の困

難な数値の表記について再検討してください。 

３．水循環のモニタリングについて 

水循環の状況を把握するため、地下水位のモニタリングについて検討してください。 

水質の改善が進み、今後は河川や湧水の水量確保が課題となることから、水量のモニ

タリングについて市民や関係機関と協働し、流域で取り組む仕組みを検討してください。 

４．水源や地下水の保全、生物多様性並びに新たな視点について 

森林や谷戸は水源として地域の水循環系回復のためには重要な場所であることから、

農林業振興やみどりの保全施策と連携した取組となるよう検討してください。 

雨水浸透施設の設置については、その維持管理についても言及してください。 

外来種対策について、実態や影響の把握、対策の必要性の検討、駆除の対応などを整

理してください。 

水循環の機能において気温の上昇の緩和などについて追記することを検討してくださ
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い。 

以上、専門委員会として、このような意見を付すということになった次第でございま

す。 

この内容につきまして何かご意見等ございましたら、よろしくお願いします。 

この間、２回ほど専門委員会を開催して、このように附帯意見として水循環計画改定

（素案）に意見として付そうということになった次第でございますが、いかがでござい

ましょう。 

  どうぞ、黒須委員。 

○黒須委員 素案については、妥当なものと思っていますけど、報告の２番目の浅川の水

量について、水量が減っているということは聞いていましたが、数値として出ています

か。 

○守屋水環境整備課長 浅川の水量自体を明確に捉えている数字というのはなく、素案１

１５ページには各観測地点での数値が出ているのですけれども、長沼橋で計測している

グラフでは、傾向として右肩に下がっている程度で、資料としてこういう形で掲載して

いるところです。 

○黒須委員 わかりました。ありがとうございます。 

○小泉会長 ほかには何かございますか。 

  かなりたくさんの注文をつけてしまったことで、八王子市としても、これから水循環

について、検討していただくということになろうかと思います。ただ、八王子市は上流

域に位置しますので、しっかりとした水循環計画を策定していただきたいと考えており

ます。よろしくお願いします。 

この専門委員会の報告をもって答申に沿える水循環計画の意見書として確定したいと

思いますが、いかがでございましょうか。 

（異議なし） 

○小泉会長 ありがとうございました。 

事務局は、これまでの内容を取りまとめた上で意見書として作成していただければと

思います。よろしくお願いいたします。 

地球温暖化対策地域推進計画及び水循環計画の答申でございますが、これは事前に送

付した案をご覧いただいて、これから皆さんと最終調整を行うことになると思いますけ

れども、まず、事務局で事前にいただいた意見などがございましたら、報告してくださ
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い。よろしくお願いいたします。 

○佐藤環境政策課長 事前にいただいた意見はございません。 

○小泉会長 では、これから皆さんの意見も含めて答申を確定していきたいと思います。

事務局でこの答申を読み上げてください。 

○佐藤環境政策課長 それでは、読み上げさせていただきます。 

平成２６年１１月１２日、八王子市長 石森孝志殿 

八王子市環境審議会長 小泉明 

八王子市地球温暖化対策地域推進計画（素案）及び八王子市水循環計画（素案）につ

いて 答申 

平成２６年９月１２日付、２６八環政発第２１９号により諮問のありました このこ

とについて、別紙の意見を付して下記のとおり答申します。 

記 

計画素案については、概ね妥当なものと認めます。各計画の策定にあたっては、市民、

事業者や関係機関との協議により様々な情報、需要を的確に捉え反映していることにつ

いて評価します。 

上位計画である、第１次八王子市環境基本計画の望ましい環境像、「未来へつづく、水

とみどりにあふれた健康で心やすらぐまち」の実現に向け、積極的に環境施策を推進さ

れるよう期待します。 

続きまして意見書ですが、策定に当たっては、以下の内容について留意してください。 

１．削減目標について 

電気のＣＯ２排出係数上昇に伴うＣＯ２排出量の増加に鑑み、市民や事業者の取り組み

成果が把握できるような仕組みとしてください。また、短期の削減目標である基準年比

で人口１人あたり３０％削減の達成に向け、現在の状況や削減に向けた考え方を明確に

記述してください。 

更に、ＣＯ２にあたっては、八王子市の取り組みだけではなく、国や東京都の取り組

みと一体的に推進していくようお願いします。 

２．施策体系について 

基本方針に掲げる全員参加で取り組む継続的な地球温暖化対策、あらゆる分野におけ

る資源・エネルギーの循環や持続可能な低炭素社会の実現のもと、削減目標の達成に向

け、着実な施策展開を行うよう期待します。 
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３．地球温暖化対策の取り組みについて 

国のエネルギー施策の動向が不確定な中、八王子市としては地域地球温暖化防止活動

推進センターを中心とした普及啓発活動の実施を期待します。また、八王子市の特徴で

あるみどりを適正に保全し、木材利用の推進や木質バイオマス資源の有効活用による再

生可能エネルギーの取り組みを推し進め、第 2次八王子市環境基本計画と整合が図れた

施策を実施して下さい。 

４．計画の周知について 

地球温暖化対策を効果的に推進していくためには、市民、事業者の理解や協力が必要

になります。このため、イラストや写真を掲載することで市民や事業者に分かりやすい

計画となるよう策定し、概要版を作成すること等により周知に努めて下さい。 

以上です。 

○小泉会長 ありがとうございました。いかがでしょうか。 

もう一つ意見書ということで、八王子市水循環計画の先ほどの専門委員会の内容が付

記されるということです。 

今、気づいたのですが、「ください」の表記について、先ほど専門委員会でまとめた報

告は平仮名で書いてあるので、答申書につけるときには、どちらかにそろえていただけ

ますか。 

○佐藤環境政策課長 平仮名で統一させていただきます。 

○小泉会長 よろしくお願いします。水循環計画はよろしいですか。専門委員会の報告内

容を環境審議会の意見書とし、地球温暖化対策地域推進計画と同じ形式になるというこ

とでよろしいですね。後で配布をお願いします。 

  では、今の答申の内容と、地球温暖化対策地域推進計画の意見書について何かご意見

ございますか。 

  どうぞ、お願いします。 

○渡邉洋子委員 今、水循環計画の専門委員会からの報告の２番目で、市民、流域、河川

管理者の取組などと連携した取組として表現してくださいというところは、具体的にど

のような表現になるのでしょうか。地球温暖化の計画の方は、市民と事業者と市の役割

について、すごく明確に書かれていますが、こちらだと役割分担の記述というのは少し

難しいのかなとは思いつつも、こちらの専門委員会報告にはそのような記述を求めると

あるためどのようになるのでしょうか。 



 -  - 12 

○小泉会長 お願いします。 

○穴井水循環部長 八王子市の水循環計画は、もともと八王子市が市域の中で水循環の健

全な水循環に向けた計画をつくっていたのですけれども、ここで水循環基本法が国で制

定されまして、その中には、八王子市の場合は浅川流域全体で取り組むということが明

確に打ち出されていまして、今回は浅川流域ということで、八王子市にとどまらず、日

野市と両方の市で流域連携をしていくというのを、今回の八王子市水循環計画の中にポ

イントとして盛り込んだところです。市内の市民・事業者と河川管理者と、日野市とい

うことで流域に入れております。だから、市域としては枠を超えている計画になってい

るということになっています。 

○渡邉洋子委員 具体的に、何ページに書いてありますか。 

○守屋水環境整備課長 ９３ページに、浅川の水量確保ということで日野市との連携とい

うことを記述しております。 

○穴井水循環部長 ９２ページを見ていただいたほうがわかり易いと思います。一番上、

流域での取組ということで説明しております。日野市と共同提言をして、浅川流域を一

体で健全な水循環にしていきましょうということで、具体的取組を書いてありますけれ

ども、これまでの計画には流域連携ということを具体的に書いていませんでしたので、

今回の見直しの中で入れております。 

○小泉会長 水量回復というものを、市民、流域、河川管理者と連携していくということ

だと思うのですが、よろしいでしょうか。なかなか水量というのは、捉えるのが難しく、

確保するのも、相手が自然ですので、難しい問題ではなかろうかと思いますが、みんな

で協力し合い、流域全体で確保していくということでどうぞよろしくお願いしたいと思

います。 

では、先に進みたいと思います。 

次第の３、新館清掃工場基本計画検討委員会の中間報告についてですけれども、専門

委員会より説明をしていただきます。 

それでは、奥委員長、よろしくお願いいたします。 

○奥副会長 それでは、私のほうから簡単に、これまでの検討委員会での検討状況につき

まして、経過報告を口頭で説明させていただきます。 

新館清掃工場基本計画検討委員会は、これまで４回にわたり開催しております。第３

回までの検討委員会の内容については、前回の本審議会で経過報告をさせていただいて
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おります。 

施設規模は、今後のごみ量、人口推計を見ながら慎重に設定していき、現段階では処

理量としてはおおむね日量２００トン、また、処理方式については、焼却方式を基本に

燃焼後発生する灰の資源化も含めた処理方式について、メーカーへのヒアリングを実施

する中で最終的には決定していくという方針で、検討委員会においては確認をしており

ます。 

それで、９月にご報告した内容の後、また、１０月２７日に第４回の検討委員会を開

催し、そこで検討した内容につきまして簡単にご説明させていただきます。 

第４回では、新施設整備の基本方針について、最終的な調整が続いており、確定して

おりませんでしたので、それについて審議をしたということと、処理方式の評価基準を

どうするのかということ、排ガス等の自主基準値、そして煙突高さ、最後に余熱利用方

法、この五つの柱につきまして議論をいたしました。 

まず、新施設整備の基本方針についてですが、これについては最終的に第４回の検討

委員会におきまして了承し、確定したところでございます。 

また、処理方式の評価基準につきましては、基準内容について意見を委員会で出して、

同様の項目についてまとめていくことですとか、評価項目をより細分化しまして、より

精緻な明確な評価ができるようにした上で、今後、評価基準に基づいてメーカーにヒア

リングをしていきまして、その結果を事務局でまとめ、次回、検討委員会において比較

検討をしていくということになっております。 

それから、排ガス等の自主基準値については、戸吹清掃工場や北野清掃工場、それか

ら多摩地域の施設、他の施設も参考にしまして、環境基準を大幅に下回る厳しい基準値

になりますが、自主基準値を設定する提案が事務局からありました。委員からは、最新

の施設であれば、２５年４月に稼働したふじみ衛生組合での基準の採用など、より厳し

い基準を、これまで八王子市の清掃工場で採用してきました自主基準値よりもさらに厳

しい基準値を設定したほうがよいのではないかという意見がありまして、次回は二酸化

炭素排出量など、環境負荷や、それからコストの面も当然考慮しなければならず、下げ

られるだけ下げればいいという話でもありませんので、そういう意味ではコスト面での

影響というものも考慮した上で、自主基準値をどのあたりに設定していくのかというこ

とについて検討していくことになります。 

それから、煙突高さにつきましては、これは館ヶ丘団地への影響なども考慮しまして、
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高さは現在と同じ１００メートルでどうかという提案が事務局からありまして、検討委

員会としても、高さについては妥当ではないかということで了承しております。今後は

高さだけではなく、太さ、煙突のデザインという景観面、意匠の面についても検討して

いくということになります。 

なお、検討委員会を行った会議室から遠目に館清掃工場の煙突が見えまして、それで

大体遠目で見た感じがどうかということも確認しながら、検討を行いました。 

そして、最後の余熱利用方法については、事務局からは、まず発電を再優先として、

場内利用では給湯、冷暖房に利用し、余った熱量を場外の余熱利用施設等に回すという

提案がありまして、この考え方については、了承したところでございます。 

今後は余剰熱量の量ですとか、その熱量でどのような施設が設置可能なのかといった

ことを、より具体的に検証していく必要がありますので、そういった資料を提示してい

ただく中で具体的な検討をしていきます。 

以上が経過報告になります。 

次回は１２月１０日、第５回検討委員会におきまして、事業手法、例えばＰＦＩの導

入可能性調査といったような、そういう事業手法の検討結果についても事務局から資料

を出していただき、それも含めて、これまでの全体的なまとめを議論していきます。１

２月中には素案という形でまとめていくということにしていく予定でございます。 

以上です。 

○小泉会長 ありがとうございました。ただいま奥委員長から報告を受けましたが、この

内容につきまして何かご質問、ご意見等ございますか。 

これは今年度中続けていくということですか。 

○奥副会長 年度いっぱいですね。 

○小泉会長 ＰＦＩなどについても検討委員会の中でそういう可能性として挙がってい

るということですね。 

○山﨑ごみ減量対策課長 調査させていただいて、その辺も取りまとめていきたいと考え

ております。 

○小泉会長 委員の皆さん、何かご意見等ございますか。 

よろしいでしょうか。逐次、検討を進めこの環境審議会でもご報告いただけると思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

どうもありがとうございました。 
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それでは、次第の４ということで、その他でございますが、これはみどりの評価委員

会の今後の予定について菊地委員長にお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願い

します。 

○菊地委員 この審議会のもう一つの専門委員会であるみどりの評価委員会では、八王子

市のさまざまな自然環境を、植物や動物、昆虫などを指標として、自然環境がどういう

状況になっているのか、それらに基づいて自然環境を評価する手法について、検討する

委員会でございます。 

実はこの委員会は、先ほどから話題になっている地球温暖化、水循環とも非常にかか

わっていて、自然環境が先ほどの温暖化防止や、水循環がスムーズに進行しているとい

うことがわかるということで、非常に重要な委員会だと自負しているところですけれど

も、前回９月１２日の環境審議会以降、専門委員会は開かれていません。 

１１月２０日に専門委員会を開催します。八王子市内の指標生物の分布、生息につい

ての具体的な実態を把握し、その実態に基づき、どの様に自然環境を評価するのかとい

う方法を次回の委員会で詰めていきたいと思います。その方法がうまくいけば、八王子

市の自然環境の状態で、医者でいえば、診断書ができるということになるかと思います。 

全国的に見ると、この様に自然環境を総合的に評価、検討する方法をきちんと自治体

でやっているところは少ないと思われます。ですから、八王子市から発信できるような

方法を生み出すことができればいいかと思います。現時点ではいい成果が出そうな気配

ですので、次回の審議会のときには、中間報告なり、最終報告なりしていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。何かご質問等ございますか。よろしいでし

ょうか。 

では、菊地先生、どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

それでは、事務局から、先ほどの八王子市地球温暖化対策地域推進計画及び水循環計

画の答申と意見書をお配りします。３時半以降に市長へ答申を行いたいと思っておりま

す。 

お配りしたこの内容をお読みいただいて、もし何かございましたら、ご意見をいただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

ここでは皆さんにお目を通していただくということにしましょう。いかがでしょうか。 

○奥副会長 すみません。地球温暖化防止活動推進センターの前に、「地域」というのが
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ついていますが、これ要りますか。地域地球温暖化防止活動推進センターで大丈夫でし

ょうか。 

○平井環境政策課主査 大丈夫です。 

○奥副会長 ７９ページの素案の図には「地域」というのは入っていないですね。 

○佐藤環境政策課長 下段の法律の抜粋をご覧いただけますか。 

○奥副会長 法律には入っていますね。わかりました。 

○小泉会長 では、１枚目の答申書、それから、２枚目、３枚目の意見書、それぞれ地球

温暖化対策地域推進計画と水循環計画、こちらに対する意見書ということで、この環境

審議会から後ほど市長に答申するということでよろしいでしょうか。 

（はい） 

○小泉会長 どうもありがとうございました。この後、市長に答申を行いたいと思います。 

それから、最後になりますが、事務局で今後のスケジュールについてご報告をお願い

いたします。 

○塩澤環境政策課主任 今後のスケジュールですけれども、ご審議いただきました地球温

暖化対策地域推進計画及び水循環計画につきましては、庁内会議、議会等への報告を行

った後、１２月１５日号広報で周知を行い、１２月１６日から翌年１月１９日までパブ

リックコメントを行う予定となっています。 

また、新館清掃工場基本計画につきましては、奥委員長からご報告がありましたとお

り、１２月中に素案を作成し、広報で周知を行った後、１月以降パブリックコメントを

実施する予定になります。 

また、環境審議会の次回の開催につきましては、既にご連絡をさせていただいており

ますが、翌年３月１０日、１０時からこちらの特別会議室で行いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。内容について何かご質問はございますか。

よろしいでしょうか。 

それでは、これをもちまして平成２６年度第３回八王子市環境審議会を閉会いたしま

す。どうもありがとうございました。 

午後４時１９分 閉会 

平 成 2 7 年 2 月 1 7 日 署名人： 奥 真美 

 


